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　2006年9月、当社では、輸送の安全を確保するために遵守すべき事項を取りまとめた「安全管理規程」

を新たに制定しました。これは、同年に改正された鉄道事業法に基づき、安全の水準の維持・向上を図

ることを目的に制定したものです。

　この規程において、輸送の安全の確保に関する業務体制と管理者の責務を定めています。
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【輸送の安全の確保に関する業務体制】

※乗務員指導管理者は、乗務員が所属する現業機関ごとに現業機関の長を指定

03-1-❶ 輸送の安全の確保に向けた業務体制
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　鉄道運転事故、労働災害及び災害の防止に関する事項等を重点的に審議し、効果的な対策を立案・推

進するため、本社に鉄道安全推進委員会を設置し毎月1回開催しているほか、必要に応じ専門委員会を置

き、それぞれの専門の事項を集中審議しています。

　また、鉄道事業本部や支社単位などでも、それぞれ安全推進委員会を開催しています。

　安全推進委員会で決定された事項は、地区安全推進検討会を通じて、現業機関の社員に周知・徹底し

ています。

【安全に関する主要な管理者の責務】

役　職 責　務

社 長 運転保安に関する重要な事項を決定する。

安 全 統 括 管 理 者

・ 輸送の安全の確保に関する法令の遵守と安全第一の意識をすべての社員に徹底さ

せる。

・輸送の安全の確保に関し、必要な改善に関する意見を社長に述べる。

・ 輸送の安全の確保に関わる取組みの状況等について、随時、確認し、安全の確保

に関する主な業務を所掌する本社内各長等に対し、必要に応じ改善に関する意見

を述べる。

・その他輸送の安全の確保に関する事項を統括・管理する。

運 転 管 理 者

輸送の安全を確保するため、輸送計画の策定、乗務員および車両の運用の決定、列

車の運行管理、乗務員の育成および資質の維持・管理について、必要に応じ報告を

求め、指示を行う。

乗務員指導管理者 乗務員の育成および資質の維持・管理を行う。

社　　長

鉄道安全推進委員会

専門委員会

地区安全推進検討会

現業機関

関西支社

安全推進委員会

地区安全推進検討会

現業機関

静岡支社

安全推進委員会

地区安全推進検討会

現業機関

東海鉄道事業本部

安全推進委員会

地区安全推進検討会

現業機関

新幹線鉄道事業本部

安全推進委員会

中央新幹線推進本部

安全推進委員会

建設工事部

安全推進委員会

03-1-❷ 安全推進委員会
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　安全・安定輸送を確保するため、「もっと安全！運動」、多客期安全輸送期間の設定、事故防止に係るイ

ラスト・写真・標語の募集および同作品を活用したポスターの作成、提案制度、「One STEP」活動、業

務研究、オールＪＲ東海安全推進会議など、様々な活動を行っています。

■ もっと安全！運動
　過去発生した取扱い誤り事象や労働災害の原因を調べてみると、ルールや基本動作が必ずしも十分理解されて

いないために発生しているものが多くあります。当社では2013年度から「安全のための本質を探究する運動」

を全社的に展開し、ルールや基本動作の本質について、社員一人ひとりが理解を深め、納得して業務に就くこと

で、当社の安全の土台である「安全最優先」の文化を醸成してきました。

　しかしながら、取扱い誤りや労働災害をさらに減少させるためには、現状にとどまることなく、これまでの取

組みをさらに進化させ、より安全な仕事を実現していく必要があります。

　そこで2022年度からは、「安全のための本質探究」によるルール・基本動作の本質を理解する手法は継承し

つつ、社員一人ひとりの能動的な活動によって、より安全な「人・しくみ・設備」を追求する「もっと安全！運

動」を開始しました。

　「もっと安全！運動」は、以下の安全を支える３つの「柱」について、現在の弱点やリスクを把握、改善し、

より太く強固にすることで、より安全な仕事を実現しようという取組みです。

① 【人】教育や訓練のやり方をもっと効果的・実践的にすることで異常時対応能力や技術力を向上

②【しくみ】作業方法やルールを見つめ直し、現状に潜む取扱い誤りや労働災害のリスクを排除

③ 【設備】設備そのものの強化により冗長性やフェールセーフ機能を持たせ、より安全なものにするほか、作業

環境の改善により労働災害のリスクを排除

　この取組みは、現業機関等だけではなく、関係会社にも展開しており、定期的に発行している「もっと安全！

ニュース」において、各箇所で行われている優れた取組みを展開するとともに、毎月開催している安全推進委員

会や安全への取組み報告会にて各箇所の業務形態に応じた様々な取組みを紹介することで、全社的に当運動の定

着化・活性化を図っていきます。

03-1-❸ 安全のための各種活動

【「もっと安全！」ニュース】

・ 空調服の上から列車見張用端末等を首や肩からぶら下げて使用しているが、空調服の吸気口
ふさぐことで空調服内の空気循環が阻害されて体感温度が上昇し、熱中症のリスクが増大

・ 首や肩からぶら下げているため疲労度が大きく、より熱中症のリスクが増大
・ 上記の理由から見張業務を行うときは空調服を避ける傾向にあった

【取組み②】熱中症対策（列車見張員用腰ベルトの開発・導入）

列車見張用端末は肩掛け式で空調服吸気口をふさぐため、熱中症リスクが増大

見張用道具を腰ベルト式に改良、熱中症対策・疲労度軽減を実現

〇 腰ベルトの試作・検証・改良を実施、
ノウハウを蓄積し製品化を実現

・職場にある材料（カラビナ、電車線ハンガー）
を活用して自分たちで試作・検証

・試行を重ねて繰り返し改良

・ユーザー要望を踏まえ仕様を確定、メーカーと
開発を継続し製品化を実現、海鉄電気関係
現業区に導入済

〇 成果

・携行品の脱着が可能な腰ベルトを製品化、
空調服内の空気循環が改善し、より涼しい
体感を実現
・首や肩の疲労が解放され、疲労度低減を実現
・腰ベルトとしたことで、動きやすさを改善、
転倒等の労働災害発生のリスクを低減

しくみ

把握

改善 実践

O 主席 K 電気係

主管部から（海鉄電気部）松山担当部長小林区長

安全衛生業務研究 担当者
テーマ選定の際に自分たちの業

務に直結することに取り組みたい
と考えて熱中症対策としました。
研究が終わってからも粘り強く社
内外の調整を行い、結果に結びつ
けたことを非常に嬉しく思ってい
ます。

対策品のススメ
ミズノ製の白い安全靴は履き心地も

良く、一度履くと元の安全靴には戻れ
ないとの声も聞きます。見張用腰ベル
トは製品が導入されたばかりで、改良
の余地もあります。引き続きユーザー
の意見を取り入れながら職場として改
良に挑戦していきます。

本件は「なぜ安全靴は黒色なのか？」という区
員の素朴な疑問から取り組みが始まりました。
ボトムアップの意見を尊重することで、自由な
発想ができるようになり、変革に挑戦する雰囲
気が生まれて成果に繋げられたと考えています。

誰もが持っている「昔からこういうもの」という思い込
みを現場最前線の発想で打ち砕いた素晴らしい取組みです。
またサーモグラフィー等による説得力のあるデータ収集に
よりこの発想が優れていることをしっかりと裏付けたこと
も、本件の導入実現につながった大きなポイントです。今
後も Go for it! を合言葉に自由に考えていきましょう。

もっと安全！ 区員と関係者の想い

（本件に関するお問い合わせは桑名電気区まで） 編集・発行 安全対策部 発行責任者 安全対策部次長

↑使用状況

↑試作（ハンガーの加工）

↑完成品

↑試作品（携行品装着）

熱中症防止に加えて

身動きがとりやすい装備に変革

【桑名電気区】

桑名電気区は関西線及び紀勢線を受け持ち、
「自分事に捉え、前向きな孝動を」をスロー
ガンに掲げ、総延長約63㎞を保守しています。

近年、熱中症発生件数が増加傾向にあり、
熱中症対策が職場の課題の一つになっていま
す。２０２２年度から熱中症対策に関する研
究を行ってきました。従来の考え方に捉われ
ずに自由な発想で大いに議論を交わして粘り
強く取り組んだ結果、２つの熱中症対策の導
入を実現しました。

様々な糸口からアプローチし、工夫を加え
た取組みを紹介します。

【取組み①】熱中症対策（白い安全靴の導入）

把握

改善 実践

ももっっとと安安全全！！ニニュューースス

・保全巡回検査等、日中時間帯に施工基面を歩行する機会が多く、熱中症のリスクが大きい
ため、従来の対策に加えて新たな対策の導入により、作業環境を改善する必要があった

・空調服の導入により、上半身の温度上昇は低減されたが、足元の温度上昇により暑さを感
じるため、疲労感の度合いが大きいことが課題

↑サーモカメラで温度を確認

〇 「困りごとを本音で議論」、作業環境改善を実現

・議論の中で、高校野球のスパイクが「黒の単色」と規定さ
れていたが、熱中症対策として白色も許可されたと把握

・安全靴をスプレーで白色に塗装し、日なたの環境下で、
表面及び内面温度を測定し、白色の効果を確認

・自動車メーカーでは、白色のプロテクティブスニーカー
を導入し、作業改善を実現していることを把握し、従来
の安全靴と比較し、強度や安全性に問題がないことを検証

・安全対策部承認、白い安全靴の導入を実現し、社員に貸与

〇 成果
・足元の温度上昇低減により、より涼しい体感を実現
・従来の安全靴より軽量であり、疲労度の低減を実現
・技術服の色合いとマッチし、スタイリッシュでモチ

ベーションが向上

夏季の気温上昇により足元の温度も上昇、熱中症のリスクが増大

様々なデータや他業界事例により検証、白い安全靴を導入

１

安本
（やすもと）君

3 4

モアえもん

事前にリスク排除して、安全を

先取ることが大事なのはわか

るんだけど、リスクに気付くた

めにはどんなことをすればい

いんだろう？

2

いいところに気がついた

ね！潜在的なリスクに気

付く手がかりについて、

一緒に復習しよう！
※ 詳しくは、もっと安全！

運動ポスターを見てね

潜在的なリスクに気付くには、

この２つに取組むことが大事なんだ

②リスク感度の向上

リスクをリスクとして認識
する力の向上

①様々な糸口からアプローチ

潜在的なリスクをつかむための
様々な糸口を駆使し、リスクを把握

桑名電気区では熱中症対策に焦点

をあて、作業時での困りごとを本音で

議論したり、他業界の取り組みを参考

に工夫したりして、製品化を実現し、

作業環境の向上につながる取組みを

実践しているよ

日々の作業環境の中で様々

な糸口からアプローチし、工

夫を加えることが大切なん

だね！

安本くん、そのとおり。

自分たちの職場にも、潜在

的なリスクを見つけ出す工

夫を取り入れてみよう！

しくみ

〔202６. １.１４ 発行 第２０号〕

公開キャビ - 安 - 04その他公開資料 – 21もっと安全！運動

↑白い安全靴（ミズノ製）※シモン製もあり

【安全への取組み報告会】

安全を支える３つの柱（しくみ） 08
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■「運転事故・労働災害防止エッセイ」

　過去に発生した運転事故や労働災害は、自分とは無関係な他人事ではなく、「自分にも起こりうる身近なこと」

として、その教訓を自らの行動に活かすことが大切です。先輩や後輩、同僚が過去に経験したこと、それをもと

に考えたこと、感じたことを共有することが、社員一人ひとりが安全のための本質を理解する一助となります。

そうした考えのもと、2014年度に社員よりこれまでの鉄道人としての体験をもとに考えたことや取り組んでい

ることを募集し、エッセイ集『その教訓を私たちの財産に』に纏めました。また、2016年度には第２巻を、

2020年度は第３巻（89作品掲載）を発刊し、集合教育や職場内教育に活用しています。

■ 多客期安全輸送期間の設定

　ゴールデンウィーク、夏季、年末年始の多客期に「安全輸送期間」

を設定し、社長をはじめ本社幹部等による安全総点検を実施する

とともに、安全輸送対策本部の設置など安全輸送体制の一層の強

化、ならびに社員の安全意識のさらなる高揚を図っています。

■  事故防止に係るイラスト・写真・標語の募集 

および同作品を活用したポスターの作成

　運転事故防止、および労働災害防止に関する社員の意識高揚

を図るため、全社員を対象にイラスト・写真・標語を募集の上、

同作品を活用したポスターを作成して社内関係箇所に掲出して

います。

　なお、2025年度は、約３万１千点の応募がありました。

【安全総点検】

【運転事故・労働災害防止エッセイ集（抜粋）】

【運転事故防止・労働災害防止ポスター】

安全を支える３つの柱（しくみ）09
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■ 提案制度

　現業機関において、日常の仕事をしている中で「こうすればもっ

と質の高い仕事ができる」や「こうすればさらに安全になる」とい

った工夫やアイデアを業務に反映させる制度で、2025年度は約９

割の社員が参加し、一人当たり約11件、全体で約11万件の提案が

提出されました。また、特に優れた提案については他職場での活用

を推進し、表彰制度も設けています。

■ 小集団活動（「One STEP」活動）

　職場の諸課題を、複数の社員が１つのチームとなって当事者意識をもって議論し、自らの創意と工夫で解決、

改善していく「One STEP」活動を推進しています。この活動の名称は「十人の一歩は一人の十歩に勝る」と

いう思いを込めたもので、鉄道の職場において社員が第一の課題とする安全・安定輸送に関するテーマをはじめ、

サービス向上、業務効率化、収益拡大等、多岐に亘るテーマの活動

に取り組むことで、社員一人ひとりの能力を向上させ、働きがいの

ある活き活きとした職場を作り、職場の体力強化・会社の発展に貢

献していく活動です。

　「One STEP」活動の活性化およびレベルアップを図るため、集

合教育、職場内セミナーを開催する他、活動の成果を共有し、相互

啓発の場として職場単位から全社単位の発表会を開催するなど、

様々な取組みを行い、社員の能力向上に繋げています。

■ 業務研究

　当社では、現業機関の社員によるグループを中心に、「安全・安定輸送の確保」、「旅客サービス向上」、「省力化」、

「低コスト化」、「労働災害防止」などの重要課題について、さらに一段高いレベルにするための研究活動に積極

的に取り組んでいます。これら研究活動の成果を発表する場として、「運輸」、「車両・機械」、「施設」、「電気」、「安

全衛生」、「営業」、「グループ事業」の7部門において、業務研究発表会を毎年開催しています。さらに、各部門

の最優秀賞受賞者が一堂に会する「業研グランプリ」を開催し、

研究内容及び活動プロセスを全社に広めることで、業務研究

活動のさらなる活性化を図り、社員のみならずグループ全体

の技術力向上に繋げています。加えて2023年度からは、新

たにスタートした「ICT全社発表会」の最優秀賞受賞者も参加

し、ICT化推進の風土醸成に取り組んでいます。また、研究成

果は他職場でも活用できるよう水平展開を推進しており、各

職場では、研究成果を直接業務に活かすことで業務の改善に

役立てています。
【業研グランプリ】

【「One STEP」活動 会合の様子】

【提案特別賞表彰式】
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■ オールＪＲ東海安全推進会議
　当社の鉄道事業の一翼を担う関係会社（約150社）の社長や安全担当役員と当社幹部が一堂に会し、運転事

故防止と労働災害防止に向け、お互いの協力体制を高めることを目的として、1991年以降「オールJR東海安

全推進会議」を毎年開催しています。

　2025年度は、本会議のテーマを「安全な仕事を先取りするためのコミュニケーションの充実」としました。

当社幹部による講演のほか、関係会社であるセントラルメンテナンス、JR東海テクノクリエイト、名工建設、

新生テクノスで長年働いている社員の方から熱のこもった事例報告を行いました。

　また、東京電力ホールディングス株式会社の大島安全推進室長から想定を超える事象を考えた安全の取

組みについて特別講演をいただき

ました。

　この会議を通じて、運転事故防

止と労働災害防止に取り組むこと

の重要性を再認識するとともに、

出席した各社が事故防止の取組み

のブラッシュアップに役立ててい

ます。

　当社の業務機関及び関係会社を対象に、運転事故防止と労働災害防止に関する安全監査を実施しています。

この安全監査は、法令・規程等の遵守状況の確認、運転事故・労働災害防止対策の徹底状況の確認、実態確

認を通した運転事故・労働災害の未然防止という3つの基本方針で実施しています。

　監査においては、各部門の専門知識・技術を有する専任の監査員が、書面の点検を通じて設備の管理

状態や社員への教育・訓練の実施状況を確認する他、作業実態を点検することにより、作業に潜む運転

事故・労働災害の危険性や、過去事象に対する事故防

止対策の実施状況を確認しています。

　監査により改善を実施した項目については、改善状

況を継続的に確認することに加え、他職場にも展開し

て各業務機関において自主点検を行っています。

　日々の業務を第三者の目で検証し、結果を共有する

ことで、法令違反、過去事象対策の風化、ルールの形

骸化などを未然に防止するとともに、ルールに関する

照会や提言を行い、より安全性の高い業務運営体制の

確立に努めています。

03-1-❹ 安全監査

【安全監査】

【オールJR東海安全推進会議】
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